
 平成２６年第１回市議会定例会が開催されるに当たり、市政に対する所

信の一端を申し述べますとともに、市政の諸課題をはじめ提案いたしまし

た議案について、その概要を御説明申し上げます。 

東日本大震災の発生から早３年が過ぎようとしておりますが、被災地

では、多くの方々が再建に向けて懸命な御努力をされております。この

ような中、去る２０日、２１日の両日、原子力災害に見舞われた福島の現

状を把握するため、全原協の会員の皆様とともに、福島第一原子力発電所

と福島の被災地を視察してまいりました。未だ厳しい状況を目の当たりに

し、改めて、二度とこのような事故を起こさせないという決意を持ち、福

島事故を踏まえた安全対策と万一の事態にも対処し得る防災対策の必要性

を再認識したところであります。本市といたしましても、被災地の復旧・

復興に向けた取組を加速させるとともに、全国の原子力発電所の安全性を

より一層高めるよう、全原協を通じ、国や事業者に対して強く求めてまい

ります。また、震災による被災地に対しては、職員を派遣するなど、今後

とも全原協の会員と協力し、可能な限り支援してまいる所存であります。 

一方、エネルギー政策の不透明な状況や原子力発電所の再稼働問題など

により、本市の経済情勢、財政状況は依然として厳しい環境にあります。
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こうした状況は、今後、長期化し、様々な課題に直面することが懸念され

ることから、決して気を緩めることなく、行政、財政、経済、産業、市民

生活等全ての面に目を配り、迅速、的確に対応し、この難局を乗り切る決

意であります。 

また、大震災の直後に策定した第６次敦賀市総合計画につきましても、

こうした状況を踏まえ、各種施策の財源調整をはじめとする徹底的な見直

しを行っており、苦境の中でも着実な計画実現を通じて、活力に満ち溢れ、

豊かな暮らしを営むことのできる都市の創造に向け、市民の皆様とともに、

情熱と行動力を持って取り組んでまいります。 

 さて、去る１月２４日に、通常国会が召集されました。安倍総理大臣は、

所信表明演説で本国会を「好循環実現国会」と位置付け、企業収益の改善

を雇用、賃金、所得、消費の拡大に繋げることで景気回復基調を確かなも

のとする経済戦略を表明いたしました。そこで、まず懸念されます４月の

消費税率の引上げに伴う景気減速を防ぐため、前年度に引き続き、「機動

的な財政出動」を掲げ、平成２５年度補正予算及び平成２６年度当初予算

を合わせた「１５箇月予算」という考え方に基づき、経済対策を切れ目な

く実施する方針を打ち出しました。本市においても経済対策及び雇用確保
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は喫緊の課題であり、積極的な対応が必要なことから、必要経費を今回の

補正予算及び当初予算に計上いたしました。第３次産業の割合が高いとい

う本市の特殊性に合わせた経済対策に加え、国、県と一体となって行う経

済対策を効果的に講じることで、地域経済の後退を抑止できるものと期待

する次第であります。 

ところで、今月２３日まで開催されていましたソチオリンピックでの日

本人選手の活躍や清々しい全力プレーは、私たちに大きな感動と勇気を与

えてくれました。また、全力を出し切ることのできた選手の晴々とした笑

顔が非常に印象的であり、困難を乗り越え、目標に向かって努力すること

の大切さを改めて教えられた次第であります。 

 次に、当面する市政の重要課題について申し上げます。 

まず、原子力行政についてであります。 

我が国のエネルギー政策の中長期的な方向性を示す「エネルギー基本計

画」については、昨日、政府原案が示されました。この中では、原子力を

エネルギー需給構造の安定性に寄与する重要なベースロード電源として位

置付け、規制基準に適合する発電所については再稼働を進めるとする方向

性が示されております。この原案は、今後、関係機関との協議などを経て、
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正式に決定されるとのことでありますが、事故以降、停滞していた我が国

のエネルギー政策が、新たな基本計画のもと、ようやく前に進み出すもの

と期待しております。国においては、再稼働を進め、原子力を今後も利用

していくという毅然たる姿勢を示し、原子力の役割や必要性について、し

っかりと国民に説明する義務があります。また、政府原案では触れられな

かった新増設やリプレースの方針についても、エネルギー需給構造などの

状況を見極めつつ検討を続け、今後、明確に示していただくよう強く求め

るものであります。 

一方、敦賀発電所敷地内の破砕帯につきましては、去る１月２０日から２

４日にかけて、有識者による現地調査が行われましたが、今後の議論におい

ては、予断を持たず、多くの専門家を交えた審議を慎重な中にもスピード感

を持って行っていただき、適切な判断がなされることを期待しております。 

また、もんじゅについては、組織改革が進められている中にあって、見

直したはずの保全計画に多数の不備があったことが発覚するなど、組織と

しての姿勢や意識の改善が未だ不十分であると感じざるを得ません。ウラ

ン資源を有効に利用しつつ放射性廃棄物の減容化や有害度の低減ができる

高速増殖炉開発は、我が国のエネルギー政策のみならず、国際的に見ても
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重要な研究目標であります。原子力機構においては、もんじゅに課せられ

た本来の使命を果たすためにも、今行われている改革を一歩ずつ着実に成

し遂げていただかなければならず、本市としても、引き続き厳しく注視し

てまいりたいと考えております。  

防災対策について申し上げます。 

原子力防災対策につきましては、原子力災害時における広域避難先とし

てお願いしております奈良県の各受入自治体と協議を重ねた結果、「原子

力災害時等における敦賀市民の県外広域避難に関する協定書」を締結する

ことができました。御尽力いただきました奈良県、各受入自治体及び福井

県に感謝申し上げるところであります。今後は、避難行動要支援者など、

詳細部分について調整してまいります。また、３０キロ圏内の避難におい

ては、放射線モニタリングの実測値で決定することから、市民の皆様が、

ケーブルテレビのデータ放送で市内の環境放射線量を確認できるシステム

を構築いたします。 

一般防災対策について申し上げます。 

敦賀市地域防災計画につきましては、災害対策基本法や原子力災害対策

指針の改定及び台風１８号の対応に関する「災害情報等に関する住民実態
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調査報告書」の結果を踏まえ、現在、作業部会において改定内容を協議し

ております。今後は、改定内容をとりまとめ、来月中に敦賀市防災会議を

開催し、御審議いただきたいと考えております。また、防災資機材等の備

蓄については、配備状況や立地環境を考慮し、複数箇所の避難所開設や既

存倉庫が被災した場合に備え、主に東郷、中郷、愛発地区をカバーする新

たな防災備蓄倉庫を整備することとし、必要経費を予算計上させていただ

きました。 

要援護者の避難体制について申し上げます。 

本市は、災害発生時に要介護高齢者や障がい者等を受け入れる福祉避難

所として、社会福祉法人３者と協定を締結しておりますが、避難体制の拡

充を図るため、来月６日に、福祉避難所をはじめ、状況に応じた安否確認

などを支援していただく新たな協定を、敦賀市介護サービス事業者連絡協

議会と締結する予定であります。この協定により、同協議会に加盟する全

１００事業所との連携が図られ、要援護者の避難体制が、より一層充実す

るものと存じます。 

今後とも市民の安心安全を確保するため、各種防災施策の強化に取り組

むとともに、住民が自ら考え行動できるよう防災意識の啓発及び防災知識
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の普及に努めてまいります。 

  次に、交通網の整備について申し上げます。 

北陸新幹線につきましては、鉄道運輸機構において、中池見湿地の環境

を保全しつつ、新北陸トンネルや深山トンネル工事を適切かつ円滑に実施

するため、昨年１１月１６日に開催された第１回専門家委員会で策定され

ました調査計画に基づき、動植物及び水文・水環境に関する現地調査が実

施されております。この調査結果に基づき環境に及ぼす影響を分析し、保

全対策が検討されますが、専門家委員会の結論は、平成２６年度末に示さ

れるとのことであり、経過を十分に注視してまいりたいと存じます。また、

機構は、敦賀までの早期開業に向けて、着手できる箇所から整備を進める

こととしており、まず車両基地等の地形測量を来月末までに完了する予定

と聞いております。 

  敦賀駅周辺整備について申し上げます。 

敦賀駅交流施設につきましては、来月末完成を目途に、現在、外装工事

がほぼ完了し、内装工事も順調に進捗しております。また、公募していた

施設の愛称につきましては、オルパークに決定いたしました。オルパーク

のオルは、敦賀地方の方言で「居る」を意味し、駅前広場を含む一帯を公

 7 



園のように多くの人々が集い、楽しく過ごせる空間となるようにという願

いが込められたものであります。同施設の供用開始については、４月５日

を予定しており、新たな交流の場、憩いの場として多くの方々に利活用さ

れることを期待しております。 

駅前広場整備につきましては、昨年１０月１日の仮駅前広場供用開始後、

既設広場の撤去、汚染土除去工事が終了し、現在、キャノピーの基礎、融

雪用の熱交換杭設置工事等を実施しております。新年度には、キャノピー

上屋工事等の整備を進め、平成２７年度中の完成を目指してまいります。 

ところで、市道西浦１、２号線でありますが、平成２３年度から３箇年

の継続事業で進めてまいりました市道西浦１号線鷲崎トンネルの本体工事

が完了し、引き続き新年度は、トンネル内の照明、非常用施設等及びトン

ネル前後の坑口と県道を結ぶための取付道路の整備を進め、沓地区と手地

区を結ぶ約１．５キロメートルの区間について、平成２７年度早期に暫定

供用を開始したいと存じております。 

敦賀南スマートインターチェンジ（仮称）整備事業につきましては、中

日本高速道路株式会社による構造に関する詳細設計が完了し、新年度から

工事に着手する予定と聞いております。工事がスムーズに実施されるよう、
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引き続き用地交渉等を精力的に進めてまいります。 

また、国道２７号金山バイパスの４車線化につきましては、新年度中の

完成に向け、順調に工事が進められていると聞いております。観光振興や

産業振興等に関する各種施策効果を高めるうえでも、早期供用開始が期待

されるところであります。 

市内幹線道路の整備について申し上げます。 

都市計画道路の白銀岡山線につきましては、交通渋滞の解消及び通学児童

生徒の安全確保のため、今春の暫定供用開始に向けて整備を進めております。 

また、現在整備中の中央沓見線につきましては、新年度中に四石橋東詰

交差点の交通渋滞を解消するため、道路を拡幅し、右折レーンを設置いた

します。なお、施工中は交通規制等で御迷惑をお掛けいたしますが、御理

解と御協力をお願い申し上げます。 

景観行政の取組について申し上げます。 

 本市は、歴史ある港まちの風情を醸し出す敦賀港周辺をはじめ、優れた

景観を数多く有しています。この多彩な景観を今後も大切に守り育て、次

世代に継承していくため、景観法に基づき、市内全域を対象とした景観計

画を策定しております。今回、同計画の実現に必要な事項を定めた関係条
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例の改正案を提出させていただきましたので、御審議をよろしくお願いい

たします。 

樫曲地区民間廃棄物最終処分場について申し上げます。 

抜本対策工事及び維持管理に係る費用負担につきましては、これまで粘

り強く理解を求め、約半数の団体から納入いただいております。 

今後は、未だ同意が得られない団体に対しまして、環境省及び福井県の

更なる御支援をいただき、法的措置を含め、より強い姿勢で臨むことも視

野に入れながら、支払いに応じていただけるよう引き続き全力を挙げて取

り組んでまいります。 

中池見湿地について申し上げます。 

現在、中池見ラムサール条約湿地保全・活用協議会（仮称）設置準備会

が中心となり、管理組織体制等について鋭意協議を進めているところであ

ります。今春には協議を終え、新たに幅広い分野の方々の参画を得て中池

見湿地保全活用計画策定委員会を設置し、市民主体による中池見湿地保全

活用計画の策定に取り組んでまいります。 

次に、教育関係について申し上げます。 

敦賀スタンダードが実践段階に進んで２年近く経過し、児童生徒の学習
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能力の向上といった目に見える形での成果とともに、豊かな感性や慈しみ、

思いやりという優しい心が確実に育まれていることを確信しております。 

今後も保護者や地域の方々の御理解と御協力を得ながら、充実、強化に

取り組んでまいりたいと存じます。 

平成３０年開催の福井国体につきましては、現在、福井県、各市町、各

競技団体が一体となって準備を進めております。本市では、水泳（競泳）、

卓球、軟式野球（成年男子）、ソフトボール（少年女子）、弓道、空手道

の計６競技の開催が予定されておりますが、今般、競技運営の円滑な実施

に向けた組織として、「第７３回国民体育大会敦賀市準備委員会」を設置

することとし、去る２月１８日に設立発起人会を開催いたしました。今後、

この組織を中心に、様々な活動や取組を実施してまいりますので、市民の

皆様をはじめ議員各位の御理解と御協力をお願い申し上げます。 

 次に、松原地区の代表者で構成される松原公民館建設委員会の御意見を

お聴きしながら進めております松原公民館の建設につきましては、平成２

８年度での完成を目指し、新年度において実施設計に係る費用を計上いた

しました。施設規模の拡大、施設機能の充実、交通利便性の向上などによ

り、地域コミュニティや生涯学習の拠点として多くの地元住民の方々に利
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活用され、地域活動の更なる活性化に繋がるものと大いに期待するところ

であります。 

博物館建物修復事業について申し上げます。 

平成２４年度から２６年度までの３箇年計画で修復工事を進めておりま

すが、作業工程で想定外の破損箇所が判明し、更に、建設当時の写真資料

等が新たに発見されました。国の重要文化財として指定を受けるうえで、

完全に近い形での復原が必要なことから、追加の修復工事を実施すること

とし、必要経費を予算計上させていただきました。追加工事を行うことで、

施設の文化的価値が飛躍的に高まり、全国に誇れる歴史的資産として関心

を喚起するものと存じます。 

グラウンド・ゴルフ場の整備について申し上げます。 

平成２３年度に施設規模、交通アクセス等を十分勘案したうえで、リ

ラ・ポートの隣接地を適地と判断し、平成２４年度に用地測量業務を実施

いたしました。２５年度には用地取得及び実施設計を行い、今回、平成２

６年度中の完成を目指し、施設整備事業費を予算計上させていただきまし

た。４コース、３２ホールの専用施設であり、隣接するリラ・ポートとの

相互利用による相乗効果が、くつろぎ空間という新たな集客スポットの創
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出に繋がるものと期待するところであります。 

敦賀市立看護大学について申し上げます。 

来月８日に敦賀市と名古屋市で実施を予定している一般入試には、募集

人員３５名のところ、全国から１，００５名の出願をいただき、志願倍率

は２８．７倍となり、優秀な学生が集うものと期待しております。 

また、大学校舎の改修工事や備品、図書の整備など、開学に向けての準

備は順調に進んでおり、今後は、看護専門学校の移転作業も併せて行って

まいります。 

４月４日には初めての入学式を行い、第１期生を迎えることとなります。

地域医療を担う質の高い看護師を育成するとともに、地域に根差した大学

となるよう努めてまいりたいと考えております。 

 男女共同参画社会の推進について申し上げます。 

 本市では現在、第２次つるが男女共同参画プランに基づき、男女が共に

生きやすい社会を形成するための各種施策を行っております。このプラン

の計画期間が平成２７年度までとなっていることから、今般、平成２６年

度と２７年度の２箇年をかけて、男女共同参画社会の実現に向けた新たな

プランを策定することといたしました。 
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今後とも、男女共同参画の視点をより一層施策に反映させてまいります。 

次に、敦賀港の振興について申し上げます。 

昨年の外貿コンテナ取扱個数は、対前年比９．７パーセント増の３０，

９７０ＴＥＵと、４年連続で過去最高を更新するとともに、目標としてお

りました３万ＴＥＵの大台を突破いたしました。新年度におきましても、

定期航路の安定、強化や利便性向上を図るとともに、より一層の利用促進

に向け、港湾管理者である県及び関係機関とともに、ポートセールスに全

力で取り組んでまいります。 

また、積極的に進めておりますクルーズ客船誘致につきましては、本年

の６月から９月にかけて「ぱしふぃっくびいなす」及び「飛鳥Ⅱ」の寄港

が計６回予定されております。新年度で発足２年目となります敦賀みなと

振興会の取組を一層活発にし、港の賑わい創出や地元経済の活性化に繋が

るよう、官民一体となってクルーズ客船の誘致活動を積極的に展開してま

いります。 

併せて、敦賀港の物流拠点としての機能強化と、大型クルーズ客船の接岸

に必要な施設整備のための予算確保など、港の重点整備を国、県に対し要望

してまいります。 
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農業振興について申し上げます。 

ＴＰＰ交渉や、減反政策の見直しにより、農業行政は新たな局面を迎え

ております。本市では農家の経営規模が小さいことなどから、これらの影

響が危惧されるところであります。農家の皆様に意欲を持って農業を続け

ていただくため、引き続き地域の特色を活かした高品質な米づくりや園芸

作物の産地づくり等を推進してまいります。特に、敦賀ブランドの創出に

つきましては、伝統野菜の生産、加工等に対する補助に加え、新たに、型

枠を使った星型キュウリに代表される付加価値の高いデコレーション野菜

等、独自性溢れる農産物の栽培や革新的な技術の導入による経営の安定化

に取り組む農家の方々を支援することとし、必要経費を予算計上させてい

ただきました。 

また、農業に甚大な被害を及ぼす有害鳥獣につきましては、市内各地域

の現状を的確に把握し、地域の実状に即した被害対策を実施してまいりた

いと考えております。 

今後とも、農業基盤の安定を図るため、継続的かつ積極的に各種施策を

講じてまいりたいと存じます。 

次に、博物館通り賑わい創出について申し上げます。 
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 晴明の朝市につきましては、博物館通りの町家改修工事等に伴い、歩行

者の安全確保のために昨年６月から一時中断しておりましたが、去る１月

１９日に７箇月ぶりに再開されました。あいにくの雪模様にもかかわらず、

再開を心待ちにしていた多くの来訪者で賑わい、石張舗装で整備されたノ

スタルジックな街並みは活気に満ち溢れておりました。今後も民間主導に

よる商店街の賑わい創出、中心市街地の活性化に向けた取組に対し、積極

的に支援してまいりたいと存じます。 

赤レンガ倉庫整備事業について申し上げます。 

平成２５年度から着手しております耐震補強の設計業務がほぼ完了いた

しました。これと併せて行ったパブリックコメントでは、利活用について

市民の皆様の御意見を伺い、その結果を去る２月１７日に赤レンガ倉庫整

備計画の概要と併せて議員各位に御説明させていただきました。 

この耐震補強設計及び整備計画に基づき、今回、整備工事等に係る所要

額を予算計上するとともに、敦賀赤レンガ倉庫の設置及び管理に関する条

例案を提出させていただきました。 

また、昨年、好評を博しました「敦賀・鉄道と港」まちづくり実行委員

会による、つるが「鉄道と港」フェスティバルにつきましては、新年度、
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若い活力の導入と冬季誘客の開拓といったテーマのもと、イルミネーショ

ンスポットの創出など、マンパワーを結集した新たな事業展開を検討して

いると聞いております。官民協働による鉄道と港を活用したブランドイメ

ージの構築と市民レベルによるまちづくりの推進に向けて、引き続き支援

してまいりたいと考えております。 

産業団地について申し上げます。 

日本ゼオン株式会社につきましては、先月から操業を開始しております。 

地元経済の活性化や雇用創出を図るため、今後も現産業団地をはじめと

した本市への企業誘致に全力で取り組むとともに、新産業団地の整備計画

も着実に進めてまいりたいと存じます。 

次に、新たなふるさと支援制度について申し上げます。 

昨年、読売巨人軍の内海選手から、高校時代を過ごした第二のふるさと

である敦賀への応援の気持ちを、ふるさと納税という形でお示しいただき

ました。内海選手をはじめ、これまで御協力いただいた方々に、厚く御礼

申し上げます。 

この、ふるさと納税に加え、ふるさとへの熱い思いを受け止める新たな

制度として、敦賀の魅力を広く全国に発信し、応援していただける方を、
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つるがふるさとサポーターとして認定させていただく事業に取り組んでま

いりたいと存じます。 

観光振興について申し上げます。 

舞鶴若狭自動車道の全線開通が、開業効果の期待される本年夏までに実現

するよう要請しております。 

全線開通の機会を捉え、本市の観光資源の柱とも言える「港と鉄道」を

活かした各種施策を積極的に展開するとともに、観光素材のＰＲにも力を

注ぎ、誘客促進に繋げてまいりたいと存じます。 

また、敦賀市観光振興計画等の基本方針に位置付けられた「ホスピタリ

ティの充実」の具現化に向け、官民一体となって来訪者に対する「おもて

なし」のレベルアップを図ってまいりたいと考えております。 

なお、敦賀きらめき温泉リラ・ポートにつきましては、４月から２期目

の指定管理期間に入りますが、従来以上に、市民や観光客の皆様に感動し

ていただけるようなサービスの提供を目指してまいります。 

舞鶴若狭自動車道全線開通のみならず、平成２７年度のデスティネーシ

ョンキャンペーン開催等も見据え、本市が通過点とならないよう、創意工

夫を重ね、更なる観光誘客と観光振興による地域経済活性化に邁進する所
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存であります。 

本市を紹介する国際プロモーションＤＶＤについて申し上げます。 

国、関係機関への要望活動や企業誘致、ポートセールス等、多方面にわ

たり本市を紹介、ＰＲする資料として、市勢要覧を作成しております。 

しかしながら、この市勢要覧につきましては、平成２１年度以降改訂し

ておらず、経年化による時点修正が必要であると考えております。そこで、

今回、伝達手段も見直すこととし、活字では伝えきれない本市の魅力や特

徴、可能性について、映像を用い、五か国語対応のプロモーションＤＶＤ

を制作することといたしました。本市ホームページ等でもこの映像を配信

し、自然、観光、産業、文化等を広くアピールすることで、イメージアッ

プを図ってまいりたいと存じます。 

 次に、地域福祉の推進について申し上げます。 

 少子高齢化や核家族化などの進展に伴い、福祉に対するニーズが増大、

多様化する中、誰もが住み慣れた地域で自立した生活を送るためには、地

域住民の自助努力、住民相互の助け合い、公的な援助を今まで以上に一体

化し、地域福祉を推進することが必要であります。このため、「地域福祉

計画」及び「障害者福祉計画」を改定し、福祉を取り巻く社会の変化に、
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より一層的確に対応してまいりたいと考えております。 

介護保険事業について申し上げます。 

国が進める介護保険制度改革では、「地域包括ケアシステムの構築」と

「介護保険制度の持続可能性の確保」の２点を重点課題とし、サービス提

供体制の充実や費用負担の公平化等の必要性が示されております。これら

を踏まえ、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年に向け、中長期的な

視点も含めた、高齢者の介護、保健、福祉の施策を円滑に推進するため、

敦賀市第６期介護保険事業計画及び敦賀市高齢者健康福祉計画を策定いた

します。 

保育園調理業務の民間委託について申し上げます。 

行政改革を推進する中で、効率的な行政運営を目指すために「官」と

「民」との役割分担の見直しに取り組んでおり、保育園の民営化をはじめ、

各公共施設の指定管理者制度の導入、各種業務の民間委託などを行ってま

いりました。今後も民間で対応できる業務については、民間のノウハウを

活かしたサービスの向上を十分考慮して、民間活力の導入を積極的に進め

てまいりたいと考えており、保育園の調理業務についても、衛生管理、安

全面に十分配慮したうえで新年度から順次、民間に委託してまいりたいと
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存じます。 

次に、子ども医療費の助成について申し上げます。 

現在、小学校６年生までを対象とする子ども医療費の助成について、子

育て家庭の経済的負担の軽減、子どもの保健向上と福祉増進を一層図るた

め、平成２６年１０月診療分から、対象を中学校３年生までに拡大するこ

とといたしました。 

安心して子どもを生み育てることができる子育て支援環境の整備に、引

き続き取り組んでまいります。 

市立敦賀病院について申し上げます。 

 昨年末に発生いたしましたノロウイルスによる食中毒につきまして、発

症された患者さんをはじめ、関係者の皆様、市民の皆様に深くお詫び申し

上げます。 

今後、このような事態を二度と起こさないよう衛生管理の徹底に取り組

み、信頼回復に誠心誠意努めてまいる所存であります。 

 さて、病院経営の基本となる中期経営計画でありますが、今月、平成３

０年度までの５年間にわたる新たな計画を策定いたしました。この計画に

基づき、地域の中核病院として、安定的な経営のもと、医師をはじめとす
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る人材の確保及び定着、医療・介護関係機関との連携強化などに向けた取

組を着実に実施し、多様化する市民ニーズに対応した医療を継続的に提供

してまいりたいと存じております。 

 次に、今回提案いたしました平成２６年度当初予算案の概要について申

し上げます。 

私が掲げましたマニフェストの達成率は、平成２５年度末で約９１パー

セントになりますが、新年度予算の編成に当たりましては、残るマニフェ

ストの実現を図るとともに、市民の視点に立った行政運営を最優先に、本市

の財政状況を十分認識したうえで、予算配分の効率化、重点化を図りました。 

また、依然として続く厳しい地域経済情勢を踏まえ、経済の活性化策や

市民生活、中小企業への支援策等を盛り込むなど、積極的に対策を講じた

ところであります。 

 こうして編成した当初予算案は、 

  一般会計      ２６３億７，８９６万９千円 

  特別会計      １６３億１，９７２万８千円 

  企業会計      １０１億９，８５６万１千円 

  合  計      ５２８億９，７２５万８千円となりました。 
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 これを、前年度当初予算と比較いたしますと、一般会計３．５パーセン

トの増、特別会計４．０パーセントの増、企業会計６．６パーセントの増、

予算総額では４．２パーセントの増となったものであります。 

 主な事業につきましては、別紙お手元に配布のとおりでありますが、以

下、先に申し上げたものを除き、予算編成方針の重点施策に掲げました五

つの項目に従い順次御説明申し上げます。 

まず、「ニーズを的確に把握した福祉施策の充実」についてであります。 

高齢者や障がい者が地域で安心して暮らせる社会の実現を目指し、訓練

等給付、介護給付など各種福祉サービスを提供します。 

 認知症になっても住み慣れた地域での在宅生活が継続できるように認知

症の人やその家族に対して、早期診断や早期対応に向けた支援を引き続き

行います。 

 また、市立敦賀病院の医療器械整備として、人工腎臓装置及びポータブ

ル撮影装置の更新を行います。 

 次に、「広域交通網の整備と地域資源を活かした賑わいづくり」につい

てであります。 

 景観形成推進地区内にあるお魚通りと博物館通りの街並み景観に配慮し、
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電線類地中化工事等を行います。 

新たな賑わい拠点を創出するため、まちの駅及び港の駅について整備可

能性調査を行います。 

クルーズ客船の寄港により敦賀港の賑わいを創出するため、発着クルー

ズ及び寄港クルーズの実施に係る費用を補助するとともに、乗船客の商店

街誘致等を行います。 

 また、北陸新幹線敦賀開業に向け、敦賀駅東西を結ぶアクセス道路や駅

東側交通広場等の整備について、鉄道運輸機構と協議を行うための基本設

計を作成します。 

次に、「災害に強い防災体制の確立」についてであります。 

除雪体制の確保及び強化を図るため、事業者の道路除排雪機械購入に要

する費用の一部を補助します。 

積雪時における車両通行を確保し、交通安全及び市民生活の向上を図る

ため、一部市道に消雪施設を整備します。 

橋りょうの長寿命化及び安全性を確保するため、橋長５メートル未満の

橋りょうについて点検を行います。 

また、地震等の大規模災害に備え、老朽化が進行した木崎配水池を耐震
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性に優れた施設へ更新するため、実施設計業務等を行います。 

次に、「地域と人を繋ぐ生涯学習の推進」についてであります。 

各小中学校の教育用コンピューターを更新し、児童生徒に対する情報教

育を推進します。 

国の指定文化財である柴田氏庭園を保存、活用するため、庭園及び建物

修復の基本設計を作成します。 

水戸烈士の筑波挙兵から１５０周年に当たって開催される記念行事に補

助を行います。 

また、生涯学習の推進、市民文化の向上を図るため、プラザ萬象多目的

室を市民ギャラリーとしても活用できるよう、改修工事を行います。 

 次に、「地域経済情勢に即応した経済対策」についてであります。 

市内の住宅関連産業の需要を喚起するため、店舗事業者や空き店舗への

出店者に対し、店舗のリニューアルに要する費用の一部を補助します。 

従来の港と鉄道に関する商品開発に加え、新たに舞鶴若狭自動車道全線

開通関連も盛り込み、新商品を開発する事業者に対し補助を行います。 

敦賀商工会議所と連携し、市外イベントにおいて抽選で商品券を発行す

ることで、本市への誘客と消費拡大を図ります。 
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市内飲食事業者等の売上拡大を促進するため、割引クーポン付きパンフ

レットを作成します。 

また、市内宿泊事業者等を支援するため、各種イベントと連携した宿泊

助成を行います。 

 次に、一般会計の歳入予算について申し上げます。 

 歳入予算につきましては、景気の動向や国の地方財政対策等を十分勘案

のうえ、見込み得る確実な財源を計上し、収支の均衡を図りました。特に

市税につきましては、平成２５年度の決算見込みや地域経済の動向を勘案

し、対前年度比０．２パーセント減で計上いたしました。 

 このほか、地方譲与税等については、国の地方財政対策等を参考に、見

込み得る確実な額を、国・県支出金につきましても、事業ごとに見合う額

を計上し、繰入金につきましては、事業目的に見合う特定目的基金から繰

入れをいたします。 

また、市債につきましては、プライマリーバランスの黒字を前提に、適

債事業を精査して計上いたしました。 

 以上が当初予算案の概要であります。 

続いて、同時に提案いたしました平成２５年度３月補正予算案について、
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その概要を申し上げます。 

今回の補正予算案の内容は、事業の完了や財源の確定に伴うもののほか、

国の補正予算に合わせた追加の経済対策事業など予算措置を必要とするも

のについて補正した次第であります。 

まず、一般会計では、市街地整備事業、道路改良事業、都市公園整備事

業、駅前広場整備事業、市営住宅改修事業など総額約３億７千万円の経済

対策事業費を計上いたしました。 

一般会計の歳入につきましては、国・県支出金に現在見込み得る確実な

額を計上するとともに、各種基金利子などの財産収入、分担金及び負担金、

市債等の調整を行い、収支の均衡を図りました。 

次に、特別会計についてでありますが、介護保険（保険事業勘定の部）

特別会計につきましては、給付費等の増加見込分を、下水道事業特別会計

では、事業前倒しによる管渠築造事業費等を計上いたしました。 

また、市立敦賀病院事業会計では、職員の早期退職に伴う退職手当、企

業債償還金等の追加補正を計上いたしました。 

 以上の結果、今回の補正予算案の規模は、 

  一般会計        ３億２，８３０万７千円 
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  特別会計        １億７，９３５万１千円 

  企業会計          ２，３９７万円 

  合  計        ５億３，１６２万８千円となり、 

補正後の予算総額は、 

  一般会計      ２７４億９，９０６万６千円 

  特別会計      １６７億４，１６９万３千円 

  企業会計       ９５億６，６２６万６千円 

  合  計      ５３８億  ７０２万５千円となりました。 

 その他条例案などの各議案につきましては、いずれも記載のとおりの理

由により提案した次第であります。 

 次に、本市にお寄せいただきました寄附金品は、別紙お手元に配布のと

おりであります。寄附者各位の御芳志と善意に対し、各位とともに市民を

代表して厚く御礼申し上げます。 

 以上、私の市政に対する所信の一端と今回提案いたしました予算案など

について御説明申し上げました。 

何卒慎重に御審議をいただき妥当なる御決議を賜りますようお願い申し

上げます。 
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